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門間沼遺跡出土の琴（葉栗郡木曽川町）

門間沼遺跡94C区を東西にはしる古墳時代後期(5 C末~6 C初め）の溝から出土した。 写真手前にくし歯状に見

える部分が弦をかける突起。 反対側は欠損している。 長さ40cm、 幅12cmで材質はスギである。
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中世の食文化―—出上遺物の分析から 一―

昔の食牛活を再現するためには、 何を食べていたか 、

どのような形 で食事をしていたか という2つの問題を調

べる必要がある。 すなわち、 食物遺体から食生活内容を 、

使用された迅具から食生活様式を追求する2つの方法が

認められよう。 愛知県における巾且の食文化を 考えるに

あたり、 食物遣1本の 分析はあ まりないため 、 食生活に使

用された道具を題材にして追ってみた い。

楢崎彰ー氏は 「壺」． 「甕」・ 「 揺鉢」の大量生産が中世

窯業生産の特質 である と述べた( 『 H本の陶磁第2巻』

1975)。 これ は、 貯蔵具。調理具の普及 として言い換える

こ とができよう。 史に調理具につ いては、 中憔の間でも

大きな変化を迎えている Q
ー方 、食謄具は「杯」から 「椀」．

「llll」の 形に変わるものの、 一人一人が個人用の諾を 使う

形式 は古代から 変化していないよう である。 具体的に食

器の 変遷を 見てみよう。

中世前期の食器

愛知県における中庸前期 （鎌倉時代～室町時代前半）

の主な出土遺物には、 陶腐の 「椀」。 「皿」等の食膳具と、

陶器の 「壺」。 「甕」 ・ 木製の 「 曲物」筈の貯蔵具と、 陶器

の 「こね鉢」。土悩の 「甕」等の調理具がある。陶器の 「椀」．

「皿」は最も 多く出上する遺物 で、数え方にもよる が、 「椀」

1個に対し 「［川」1個という割合 でどの遺跡からも出土

している。

「こね鉢」 は体部が逆 「ハ」の字状に開く古代にはあ

まり見られない 形 で、 内面に揺り目（複数の凹線） がま

だ存在しない。 土音合の 「甕」には 「伊勢料鍋」 と呼ぱれ

るもの がある。 古代の甕に比へ扁平な形状をしているも

のの 、 体部の上方が 「 ＜」の字状に屈曲している点を 見

れば 、 この 「伊勢堕鍋」も 「甕」と考えられる。 おそら

＜煮炊。煮沸をこのひとつの追具で行った と思われる。

中枇の食器にはもう ー つ特別な品物があら特定の遺

跡や地点 でしか 出十ムしない上器の皿 「か わらけ」 である。

灯町皿と呼ばれるこ とかあ る が、 中世では灯明の痕跡 が

残らない場合が多く、 食器の 一 つ と考えられる。 完形 で

大量に出上する場合も あるこ とから 、 身分の 高い人々が

裳宴に用 いたもの と推定されている。
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中世後期の食器

こう した中1廿前期の食器様式が、 大きく変化するの は

15世紀後半に入ってからのこ とである。この中憔後期（戦

国時代）の時期は、 造物・遺構 ・ 逍跡の あらゆる卓象で

劇的 な変化が見られる。 食器にお いては 「揺鉢」の普及

や 「鍋」と 「釜」の登場という画期的な変化が見られた。

食膳具は形態や材質が若干嬰なるものの 、 大き な変化

は見られない。 陶器の 「椀」． 「皿」は無釉の 「 山茶碗」

から施釉陶器の 「天目茶碗」などに変わり、 木製の漆器

は大小の 「椀」 がセットで出現する傾向が窺える。 中肌

を通じて 「椀」と 「皿」はセットとなっており、 おそら

く、 木製の お 膳（折敷）上に 「椀」と吋II」を乗せて食

事をしたもの と思われる。

鉢 は 「こね鉢」が減 少し、 内向に播り日を持つ 「揺鉢」

が出上するようになる。 中世前期の 「こね鉢」は全出—+

L器類の5%以下の 出上景であるのに対し、 「福鉢」は20%

前後を占め 、 増加している。 しかもこの拮鉢の内底面や

口緑部の端部 はよくすり減っており、 内底面の すり減り

方もパタ ー ンか認められる。 下半分か均ーにすり減って

いるものや、 すり減 った部分か波形になるもの等である。

この他に描る道具には石製の 「 日（挽臼 ・ 茶臼）」 かあ

り、 巾柑後期以降によく見られる。 方、 弥生時代から

続いている 「揚臼」 と 「 竪杵」の出上例が少なくなって

いる。

上器の煮炊具 は、 中世後期になる と 「鍋」 と 「釜」の

セットが出現する。 「鍋」はイ本部が開き 、 土 器 を支えるた

めの鍔や内耳が付いている。 崖張では、 へ｝レメソトを 逆

さ まにしたよう な半球形の内耳鍋 が普及し、 三河では乎

球形の他に、 口縁部が 「 ＜」の字 に折れる内耳鍋 が混在

している。 ー方 、 「釜」は口緑部が直立する壺の 形をして

おり、 外耳や鉤か付いている。

「鍋」と 「釜」は形の違いから 、 用途か異なっていだ

と思われる。 「釜」 は、 口が狭めら札て熱効率が高い反

面中身の出 し 入れ が難し いだめ 、 湯沸かしをー主体とし

た使用法が考えられる。 ーカ、 「鍋」は日が閲いているた

めに個体の加熱に適している。 こうした煮炊具の機能分

化は中世前期の 「伊勢型鍋」には見ら礼ない現象である。
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更に、 16廿紀後乎に平ると浅い 「 焙烙鍋」の出現によっ

て煎る という機能分化か達成され、 煮炊具の多様性はよ

り一層加速されていくのである。

食生活の推定

このように見ていくと、 中世の食事では個人佃人の食

器が用いられており、 この点は古代から現代まで大き＜

変わらないのに対し、 食物調理の場面では、 古代に は少

なかった 「播鉢」や 「 臼」 という加工具が普及し、 煮炊

具も機能に合わせて多様化していることが窺える。 こう

した調理具の多様化 という現象 は、 食生活のどのような

変化がもたらしたものであろうか。

回転式の 「 挽臼」は、 食物を細かく砕いて粉にする他、

支・稗・粟等の穀類を脱殺したもの と思われる。 ー方、

「こね鉢」． 「播鉢」はゴマや几咽などの食物を細かく砕き

粉にする、 また は食物を混ぜ合わせる道具である。 従っ

て 「揺鉢」と 「 臼」の普及は、 食物を粉にして混ぜる 「粉

食文化」の発展と言い換えられよう。 おそらく、 農業技

術の発展に伴い二毛作や畑作が行われ、 様々な穀物や食

物が生産されるようになり、 「 米」以外の穀物類の調理方

法の開発が必要となったのだろう。 また 「 米」も効率よ

＜玄米にする技術が進展したこともその一 因と思われる。

また煮炊具の椴能分化も、 食物の多様化に伴って起こっ

た現象と思われる。 湯沸かしと煮炊きの使い分けは、 調

理方法が多様化・洗練化されたことを物語っているだろ

。
、
つ

こうした中世（後期）の食様式 は近甘まで継続してい

る。 次弟に親かになる食文化の発展 は、 その後の時代の

変動をもたらしていく 大きな屎動力となっているように

息われてならない。 （調査研究員 鈴木正貴）
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�遺跡紹介�

両造跡は、 ー宮巾の北西部に拡がる木W川およびその

支流によって形成された自然堤防およびその後背湿地に

位置する。 池田遺跡は古墳時代から中性、 沖遺跡は古代

から中世の遺跡としてすでに紹介した。 今回は従来の調

杏で未確認であった戦国期を中心に紹介する。

池田遺跡は、南北はぱー町（約100m)で区画する溝が並

行して3 条検出された。 溝の中から大窯I期(15C末-16

C初）の天目茶碗・揺鉢などが出土した。 特に写真3は区

画溝の北西コ ー ナ 一 部分から出土した馬骨で、 数頭分ま

とまって出土しており、 人為的に埋めた可能性が高 い。

また、馬骨の出十した付近を再掘削した土坑からは、「天

写真1

写真1
ヽ

縮尺1 : 2000 
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文8年(1539)」銘の木簡や五輪塔なども出土している。

方一町の区画溝の規模から考えて、 内部には当時の領主

クラスの居館が推定できる。
ー方、 沖遺跡は池田遺跡に比べ規模が小さく南北両端

に約30mの区画溝がやはり3条並行して検出された。 遺

物は池田遺跡とほば同じ大窯I期の天目茶碗．揺鉢など

が出土した。

今回の調査により、 両迅跡から戦国期の居舘と思われ

る遺構が確認された。 しかし、 両者とも区画溝内部の構

築物は未確認である。 今後の調査に期待される。

（調査研究員 永井宏幸）

写真2

写真3

写真2
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今回の調杏は南側区閂内3箇所で行ない、 区画中央部から奈良～ 平

安時代の金堂基壇跡が検出されている。 基壇は中世の雨落溝によって

壊さ れ正確な規模は不明だが、 周囲に巡ら さ れた雨落溝より約13m X 

9m以内の長力形であったものと推定さ れる。 金堂の西側には瓦塔を

祭ったと考えら れる建物跡も見つかっている。 また、 金堂の四 方には、

多婿の瓦を投棄した廃棄七墟か巡らさ れていた。 遺物には仏像の蝶髪、

瓦塔などの寺院関係のものが出士し、 南側区回は寺院であったことが

確実となった。 これら 調杏結果から 、 寺院は'Ji安時代中葉に倒壊 した

後、 含堂と講堂だけは同伶間に再廷さ れ中世まで続いたようである。

そして、 塀で囲まれた区画自体も3回規模が替えら れていたことが判

明した。 さ て、 この寺院の性格だが、 郡司の中でも最高位の大領の氏

訂と推定さ れる。 （闘愉市教育委員会 岩瀬彰利）

本遺跡は、 小牧山北方約 1 kmの台地上に位置する、 縄文・占墳・平

安・近飩の複合遺跡である。 今1川の潤査は、 市道新設に伴う第1次調

査で、 遺跡の北端部分約600mを翡査した。 遺跡は、 全1本に削平を受け

ているが、 多数の遺構，退物を検出した。

汀目さ れるのは、 単独で検出さiした平安時代の上渡墓（木棺慕） で

ある。 長さ2. 15m、 Iµ晶l.2:'im、 深さ 0.3�rnの平面長 方形の土壕内に 、

歓釘が長 方形に 分布し、長さし6m、輻0. 5 5mの木棺が置かれていたと

推定さ れる。 木棺内部には10 世紀前半の灰釉陶器の長頚瓶、 「付瓶、

椀各1個体、 鉄板1個休か副葬されていた。 欽板は、 長さ32cm、 輻8

cmで、 発見当初は墓誌と惟定しX線撮影を試みたか、 文字筈は刻まれ

ていない乙 平安時代の鉄板の副葬は、 きわめてまれで、 今後の古代羹

制研究に貴重な資料を提供した。 （小牧市教育委員会 中嶋 降）

本遺跡は、 瀬戸市の南西部菱野町に位置し、 矢田川の支流である井

林川の東側［陵上の西側斜而に椋高1 05mを測って立地する。 調査はマ

ンシコン建設に伴う事前調査として窯体周辺35 0m'を対象に実施し、 「古

窯（こがま）」と呼は れる小型の連房式登窯 1 基を検出した。 窯体は天

井部の崩落をみるが、 各房の床面及び側壁卜音闘拿は良好な状態で残仔

しており、 最低3回の大規模な改修が確認できた。 1次窯では胴木間

（燃焼室）、 捨開、 そしで焼成室4房から なり、 その後焼成室のみ滅少

し、 2次窯で3房、 3· 4次窯で2房となる。 遺物は白磁、 染付磁器

等の碗。皿類の製品に加え、 エンゴロ、 輪ドチ、 クレ等の窯道具である。

本窯の操業時期は遺物から1 9世紀後半と考えら れるが、 市域におけ

る同時期の遺跡の調査例は少なく、 近代瀬戸窯での磁器生産を語る上

で重要な追跡である。 （闘瀬戸市埋蔵文化財センタ ー 青木 修）

5 



埋蔵文化財愛知 No. 39 

発掘調査ニュース

＝多孔銅鏃出土＝（ ー 宮市田所遺跡）

田所遣跡は、 ー宮市田所、 国道22号線のすぐ束隣りに

位四しています。 •昨年より、継続して発掘調査が行わ

れています。

ここで紹介する多孔銅鏃は、 94B a区北部の、 南北に

延びるill苗2 m前後の浅い溝の中から、 中世阪器片に混っ

て出土しました。 上半分が欠損しており、 腐食も進み、

遺存状態は決してよくありませんでした。 残存部は、 長

さ2.7cm、 輻 1 .5cm、 厚さ0.4cmで、 庁ん対称に2対の穴が

あいていますc これまでの類例から見て、 本来の長 さは

4 cmはどで、 8つの穴が開いていたものと予想されます。

この多孔銅鎖は、 弥生時代の終末期から古墳時代初頭

にかけて、 伊勢湾沿片を中心に分布する特殊な綱鏃です。

これまでに2 1遺跡から27点しか出土していません。 ー遺

跡から複数出土した例が少ないことから、 その用途は、

石鏃のように狩狐などに使用されたものではなく、何ら

( 
__ ................... - .... 暉獨躙隣輝農蒻"躊臨畠響図国躙園譴団辺駐唇猶3霞壼＇駆耀臨彊り園置'

， 基礎研修会 。 専門研修会
ヽ
』、..........................,,,"".., ..................... ―............ ―― 

·會基礎研修会會令

10 月 6日（木）、 7日（金）の2日間、愛知県埋成文化財

調壼センタ ー と闘愛知県埋蔵文化財センタ ー 葉柴事務所

Iこて市町村埋文相当者を中心に39名の参加者を得て開催

されました。 初Hは愛知県埋文調査センタ ー明壁祈毅所

長 の 「文化財保渡の精神」、愛知県教委文化財課磯谷和明

教育主事の「埋蔵文化財とは何か」、 �!ff)愛知県埋文センタ ー

中川真文調査課長 の 「埋蔵文化財調査の実際」 の3 つの

講義が行われ、 埋蔵文化財に関する基礎知識を深めるこ

とができました。 2日目は閲愛知県岬文センタ ー 宮腰健

司・服部俊之調査研究員による 「土層転写」の実地指導

が行われました。

♦♦ 専門研修会會·

11月10日（木）、 11日（金）の2日間、 市町村埋文担当職

員等47名か 「中1北の集落研究」 をテ ーマに研鑽を深めま

した。 闘県坪文センタ ーが調査している田所逍跡の事例

報告を高橋信明課長補佐と赤嫁次郎調査研究員が行った

後、 広瀬和雄氏（大阪府教委文化財保護課）の 「畿内の中
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かのシンボル的なものであったようです。

伊勢誇沿岸以外では、 滋買県で3点、 長野県で3点出

土したほか、 静岡県、 神余川県、 余良県、 和歌山県でそ

れぞれ 1 点の出上が確認されています。 この分布の状況

から、 伊勢湾沿岸から、 各地にもたらされていったもの

と考えられます。 今 後、 さらに調査事例が増えることに

より、 分布の経路が具体的に明らかになるものと思われ

ます。 （調査研究員 増沢 徹）

＜二二＞

゜ S=l /1 

軋村落J、橋口定志氏（東京都豊島区教委文化財係）の 「東

国の中世居館」、 下村信博氏 （名古尻市博物館）の 「文献

史料からみる中世集落」の講義を受け、 実際に発掘調杏

中(l)田所遺跡の見学をしました。 関東及び関西の中世染

落のお話をうかがい\詞可査事例が増加しつつある愛知県

においても、 文献史料を踏まえて、 緻密なデータ 止柏を

しなければならないことを考えさせられた有意義な研修

でありました。
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